
やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙
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今月の
表紙

3月 24日、矢掛商店街で「宿場町やかげ流しびな」が開催されました。
矢掛のまちに春が訪れます。（関連記事は11ページ）



2平成31年４月号

★
総
務
費

•
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
化
促
進
事

業
補
助 

４
、０
９
３
万
円

•
定
住
促
進
（
住
宅
新
築
）
助
成

２
、０
０
０
万
円

•
結
婚
祝
金 

３
０
０
万
円

•
空
き
家
改
修
補
助 

９
０
０
万
円

•
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
増
員
）

３
、９
９
９
万
円

•
防
災
対
策
事
業 

２
億
２
、５
９
９
万
円

（
防
災
避
難
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
、
地

域
防
災
対
策
等
策
定
委
託
、
矢
掛
元
町

ポ
ン
プ
改
良
等
浸
水
対
策 

外
）

★
民
生
費

•
障
害
者
福
祉 

３
億
４
、９
２
４
万
円

•
誕
生
祝
金 

１
、５
５
０
万
円

•
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

２
０
０
万
円

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等３

、２
７
３
万
円

•
子
ど
も
医
療
費
【
原
則
18
歳
ま
で
】 

６
、０
０
０
万
円

•
■新 

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備

２
億
８
、９
７
３
万
円

•
児
童
手
当 

１
億
９
、１
１
０
万
円

•
障
害
児
通
所
支
援　

  

７
、０
２
１
万
円

★
衛
生
費

•
予
防
接
種
助
成

  （
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、お
た
ふ
く
か
ぜ
他
）

４
２
４
万
円

•
■新 

産
後
ケ
ア
事
業 

１
５
万
円

•
■新 

産
婦
健
診
委
託 

８
５
万
円

★
農
林
水
産
業
費

•
新
規
就
農
者
支
援
事
業１

、２
８
３
万
円

•
■新 

防
災
重
点
た
め
池
選
定
委
託

１
１
０
万
円

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
町
長・

町
議
選
に
伴
い
骨
格
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
た
前
年
度
と
比
較
し
て
８・
４
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
豪

雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
引
き
続

き
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら

得
た
教
訓
を
基
に
、
今
後
起
こ
り
う
る

災
害
に
備
え
る
た
め
の
防
災
対
策
を

最
優
先
に
捉
え
た
編
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
防
災
対
策
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
災
害
情
報
の
確
実
な
伝
達
を
目
指

す
防
災
避
難
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
町
民
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
た

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
的
課
題
で
あ
る
人
口
増

施
策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
の
「
認
定
こ

ど
も
園
」
整
備
の
ほ
か
、
公
営
住
宅
の

建
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
施
策
と
し

て
は
、
新
た
な
古
民
家
宿
泊
施
設
の
整

備
、
ソ
フ
ト
面
で
観
光
戦
略
策
定
な
ど

を
担
う
一
般
財
団
法
人
矢
掛
町
観
光
交

流
推
進
機
構
の
運
営
支
援
の
他
、
官
民

連
携
に
よ
る
市
街
地
無
電
柱
化
や
「
道

の
駅
」
整
備
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

国庫支出金
8億2,561万円
　（9.9％）

自主財源（32％）

使用料および手数料など
2億7,080万円（3.1％）

分担金および負担金
　  1億1,514万円
　　　　　（1.4％）

諸収入 1億5,602万円
（1.9％）

地方消費税交付金など
3億7,260万円（4.6％）

町税
15億300万円
（18.0％）

町債
13億3,450万円
（16％） 県支出金

4億5,509万円
　（5.5％）

繰入金
6億2,723万円
　（7.5％）

地方交付税
26億9,000万円
（32.2％） 歳入

83.5億
円

依存財源（68％）

一般会計歳入

平
成
31
年
度
の
主
な
内
容

（ 

一 

般 

会 

計 

）

平成31年度当初予算

平
成
31
年
度

矢
掛
町
の予

算
予
算



一般会計歳出

土木費
14億4,313万円
（17.3％）

総務費
11億5,235万円
（13.8％）

教育費
7億2,556万円
（8.7％）

公債費
7億8,670万円
（9.4％）

農林水産業費
3億6,594万円
　（4.4％）

衛生費
6億3,788万円
（7.6％）

消防費 2億7,846万円
（3.3％）　　

議会費 9,101万円
（1.1％）

その他 2億4,814万円
（3.0％）商工費 2億8,635万円

（3.4％）

民生費
23億3,448万円
（28.0％）

歳出

83.5億
円

平成31年度  各会計当初予算一覧表

• 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

 

５
、２
４
２
万
円

•
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業 

１
、３
８
４
万
円

★
商
工
費

•
■新 

災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給
金

５
７
０
万
円

•
空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助

１
、０
０
０
万
円

•
■新 

古
民
家
宿
泊
施
設
整
備
費
負
担
金

３
、５
０
０
万
円

•
■新 

矢
掛
町
観
光
交
流
推
進
機
構
運
営

補
助　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

•
■新 

古
民
家
宿
泊
施
設
等
整
備
事
業

５
、３
２
０
万
円

★
土
木
費

•
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助 

１
、５
０
０
万
円

•
道
路
改
良 

２
億
４
、３
６
８
万
円

•
総
合
運
動
公
園
芝
生
補
修６、２

０
０
万
円

•
■新 

都
市
再
生
整
備
計
画１億

９
０
０
万
円

•
新
小
林
住
宅
建
設１

億
９
、０
６
７
万
円

•
■新 

災
害
公
営
住
宅
建
設２

、４
４
２
万
円

★
消
防
費

•
ポ
ン
プ
付
積
載
車
更
新
等１、４

０
３
万
円

★
教
育
費

•
入
学
祝
金 

８
８
０
万
円

•
■新 

中
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
作
成

１
６
２
万
円

•
文
化
セ
ン
タ
ー
省
エ
ネ
設
備
更
新

４
、４
３
３
万
円

★
災
害
復
旧
費

•
古
屋
谷
橋
災
害
復
旧１億

２
、４
０
０
万
円

※表示単位未満の端数処理により、合計と一致しない場合
があります。

区　　　　分 当初予算額 対前年増減率
一 般 会 計 83億 5,000 万円 8.4％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険 17億 7,000 万円 △ 0.6％

介 護 保 険 19億 6,100 万円 △ 1.1％

後期高齢者医療 2億 3,300 万円 1.7％

住宅新築資金等 240万円 △ 69.2％

地 域 開 発 290万円 △ 3.3％

各 財 産 区 990万円 13.8％

特別会計合計 39億 7,920 万円 △ 0.8％

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 19億 9,790 万円 10.2％

介護老人保健施設 3億 6,960 万円 0.8％

水 道 事 業 7億 8,600 万円 18.0％

下 水 道 事 業 15億 9,500 万円 △ 31.0％

公営企業会計合計 47億 4,850 万円 △ 7.9％

合　　　　計 170億 7,770 万円 1.3％

町民1人当たりの予算額
５８.６万円

※一般会計、
平成31年３月末現在の
人口で試算

最優先課題

やさしさにあふれ かいてきで げんきなまち

災害からの復旧・復興
防災強化のまちづくり

人口増に向けた
継続的取り組み

子育てにやさしい
まちづくり

賑わいのまちづくり
（交流人口・定住人口の拡大） 

3 平成31年４月号



家
庭
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
補
助

　
平
成
31
年
度
の
「
矢
掛
町
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金
」
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
町
内
の
住
宅
（
自
己
所
有
・
自
己
居

住
の
た
め
の
住
宅
）
な
ど
へ
家
庭
用
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
人

は
、
役
場
町
民
課
へ
事
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
、
空
家
改
修
補
助
、
新
築
助
成
な

ど
の
補
助
制
度
と
も
併
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　
☎（
82
）１
０
１
１  

有
線
０
５
５
１

家
庭
大
型
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
大
型
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
注
意
事
項
を
遵
守

の
う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Information
まちからの

お知らせ

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
岡
山
県
議
会
議
員
選
挙
（
井
原
市
・
小
田
郡
選
挙
区
）
は
、
３
月
29

日
午
後
５
時
に
立
候
補
届
出
の
受
付
が
締
め
切
ら
れ
、
立
候
補
者
が
定
数
を
こ
え
な
か
っ

た
た
め
、
２
人
の
立
候
補
者
が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

　
県
議
会
議
員
の
任
期
は
、
平
成
31
年
４
月
30
日
か
ら
４
年
で
す
。

●
当
選
者
（
井
原
市
・
小
田
郡
選
挙
区
）

　（
届
出
順
）

　
小
田
春
人 

氏

　
上
田
勝
義 

氏

叙
位
・
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章
　 間 

部
　 

昇 

氏
（
浅
海
）

　
長
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
と
、
町
選

挙
管
理
委
員
会
で
委
員
長
な
ど
に
従
事
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
プ
ラ
ン
タ
ン
杯
　優
勝

岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
３
年
　
三
宅
　
星
南
さ
ん

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
プ
ラ
ン
タ
ン
杯
（
男
子
シ
ニ
ア
）

で
岡
山
理
科
大
学
付
属
高
校
３
年
の
三
宅
星
南
さ
ん
（
東
川
面
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
三
宅
さ
ん
は
19
歳
以
下
の
ジ
ュ
ニ
ア
年
代
で
、
国
際
大
会
の
シ
ニ
ア
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た

こ
の
大
会
で
４
回
転
サ
ル
コ
ウ
に
挑
む
な
ど
見
事
な
演
技
を
み
せ
ま
し
た
。

●
収
集
日
　
下
表
の
と
お
り
（
搬
入
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

８
時
〜
10
時
）

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
・
電

子
レ
ン
ジ
・
掃
除
機
等
）

•
金
属
製
の
机
、
い
す
、
ロ
ッ
カ
ー
、
サ
ッ
シ

•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
た
も
の
）

•
小
型
農
機
具
（
田
植
え
機
、バ
イ
ン
ダ
ー
、耕
運
機
な
ど
）

•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

•
陶
磁
器
や
、
植
木
鉢
（
ガ
ラ
ス
が
混
入
し
て
い
な
も
の
）

●
収
集
し
な
い
も
の

•
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
衣
類
乾
燥
機
、
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
の
家
電
６
品
目

•
た
ん
す
、
水
屋
な
ど
の
木
製
家
具
、
布
団
、
マ
ッ
ト
な
ど

可
燃
物

•
オ
ー
ト
バ
イ
、
消
火
器
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

対象設備及び補助金額
対象設備 補助率

1/10

1/10

1/10

1/20

補助金上限

12万円

12万円

15万円

15万円

1/20 15 万円

設備の例

高効率
給湯器

蓄電池等

窓断熱

電気
自動車等

エコキュート、エコジョ
ーズ、エコフィール、エ
コウィル、ハイブリット
型給湯器ほか
エネファーム、定置型リ
チウムイオン蓄電池ほか

電気自動車
等Ｖ２Ｈ
充電設備

電気自動車等への充電及
び電気自動車等から建物
への電力供給が可能な充
電設備ほか

内窓設置、外窓・ガラス
交換（複層ガラス化）ほ
か（既存窓を利用したも
のに限る）
ＥＶ（電気自動車）、ＰＨＶ
（プラグインハイブリッ
ド自動車）

地区名 実施日 搬　　入　　場　　所
矢 掛 ５月12日㈰ 矢掛町職員駐車場（矢掛病院東）
美 川 6月　2日㈰ 美川生活改善センター駐車場
三 谷 10月13日㈰ 三谷コミュニティーセンター駐車場
山 田 ９月　８日㈰ 山田小学校校庭
川 面 ８月25日㈰ 鵜江会館駐車場
中 川 9月　１日㈰ 中川町民会館駐車場
小 田 10月27日㈰ 小田小学校　下グラウンド

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

4平成31年４月号



　矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を

添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

随
時
募
集

【
介
護
職
員
】
嘱
託
職
員 
若
干
名

●
資
格
要
件
　「介
護
福
祉
士
資
格
」
ま
た
は
「
介
護
職
員
初

任
者
研
修
」
な
ど
の
介
護
資
格
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　宿
直
勤
務
が
可
能
な
人

●
勤 

務 

先
　救
護
施
設
　矢
掛
寮

●
受
付
期
限
　随
時
（
合
格
者
が
決
定
次
第
締
め
切
り
）

右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

　（嘱
託
職
員
）
看
護
師
・
保
育
士
・
調
理
員
（
資
格
・
経
験
不
問
）

　（臨
時
職
員
）
保
育
士
・
介
護
職
員
（
た
か
つ
ま
荘
）

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
！

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係  

☎（
82
）１
０
１
０  

有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

　矢
掛
町
で
は
、
空
き
家
・
空
き
農
地
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、
交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
農
地
の
保
全
を
図
る
た
め
、
空
き
家
・
空
き
農
地
情
報
登
録
制
度

を
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
空
き
地
の
情
報
登
録
制
度
も
始
め
ま
し
た
。

　空
き
地
を
売
却
・
賃
貸
し
た
い
人
、
空
き
地
を
利
用
し
た
い
人
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

　
　象
　町
内
の
住
宅
・
店
舗
等
の
建
築
に
適
当
な
面
積
を
有
す
る
宅
地
ま
た
は
雑
種
地

で
あ
っ
て
、
現
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
近
く
利
用
す
る
人
が
い
な
く
な

る
予
定
の
も
の
を
含
む
）

●
登
録
方
法
　矢
掛
町
空
き
地
情
報
登
録
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
同
意
書

•
空
き
地
の
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明
書
に
限
る
）
の
写
し
、
そ
の
他
所
有
権
を
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し

•
空
き
地
の
位
置
図

•
空
き
地
の
公
図
の
写
し

※

矢
掛
町
が
現
地
を
確
認
し
、
空
き
地
情
報
登
録
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※

空
き
地
所
有
者
と
空
き
地
利
用
希
望
者
と
の
売
買
・
賃
貸
の
交
渉
・
契
約
に
つ
い
て
は
当
事

者
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係
　☎（
82
）１
０
１
６

空
き
地
情
報
登
録
制
度
ス
タ
ー
ト

　令
和
元
年
７
月
１
日
か

ら
、
亀
島
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
料
を
改
定
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課

　商
業
観
光
係

　☎（
82
）１
０
１
６

亀
島
キ
ャ
ン
プ
場
の
料
金
を
改
定
し
ま
す

キ
ラ
リ
☆
輝
く
矢
掛
町

有
効
活
用
に
ご
協
力
を

　認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
は
年
間
１
万
５
千
人
を
超
え
ま
す
。
そ
の
中
の
多
く
は
、
物
忘

れ
程
度
の
認
知
症
の
初
期
の
人
で
す
。
徘
徊
時
、
何
も
持
た
な
く
て
も
靴
は
履
い
て
出
る
可
能

性
は
高
く
、
靴
を
履
か
ず
に
裸
足
で
歩
い
て
い
る
場
合
は
、
周
囲
の
人
が
異
変
に
気
づ
い
て
く

れ
ま
す
。

　普
段
履
い
て
い
る
靴
を
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
内
蔵
型
の
も
の
に
変
え
る
だ
け
で
、
外
出
時
の
見
守
り
に

な
る
「
見
守
り
シ
ュ
ー
ズ
」
で
、
大
切
な
家
族
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
　要
支
援
１
以
上
で
認
知
症
の
診
断
が
あ
る
65
歳
以
上
の
町
民

●
補
助
額
　購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※

購
入
費
は
４
万
円
程
度
で
す
。

●
申
請
方
法
　保
健
福
祉
課
に
、
領
収
書
と
通
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

注
意
　購
入
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
７
２

小
型
Ｇ
Ｐ
Ｓ
内
臓
靴
の
購
入
費
補
助
が
ス
タ
ー
ト

見
守
り
シ
ュ
ー
ズ
で
高
齢
者
の
外
出
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減

Information
まちからの

お知らせ

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページから
　ダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』
を朱書きし、120円切手を貼った宛先明記
の返信用封筒角２号（Ａ４判）を同封し
て送付してください。

現　　状 改 定 後
料金単価 料金単価

入　場　料
町内 無　料   50円/1人1泊
町外 50円/1人1泊 100円/1人1泊

区　画　料
町内 無　料 500円/張

テント・タープ

町外 1,000円/張
テント・タープ

1,500円/張
テント・タープ

休憩棟利用
町内 1,000円/回 無　料（常時開放）
町外 1,000円/回 無　料（常時開放）

入　場　料 町内 無　料   50円/1人1日
町外 50円/1人1日 100円/1人1日

区　画　料
町内 無　料

  1～20人　　500円
21～30人　1,000円
31人～　　 1,500円

町外
  1～20人　1,000円
21～30人　2,000円
31人～　　 3,000円

  1～20人　1,000円
21～30人　2,000円
31人～　　 3,000円

休憩棟利用
町内 1,000円/回 無　料（常時開放）
町外 1,000円/回 無　料（常時開放）

キ
ャ
ン
プ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
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◇
秀
川
眞
子
／
建
設
課
主
事
（
教

育
課
主
事
）

◇
川
西
正
修
／
建
設
課
技
師
（
建

設
課
技
師
補
）

　
再
任
用
職
員

◇
田
中
文
恵
／
山
田
幼
稚
園
職
員

◇
楠
木
長
武
／
矢
掛
病
院
職
員

　
退
職
者
（
平
成
30
年
度
末
）

◇
江
木
有
三
（
矢
掛
寮
長
）

◇
楠
木
長
武
（
矢
掛
病
院
主
幹
）

◇
田
中
文
恵
（
中
川
保
育
園
長
）

◇
土
屋
　泉
（
介
護
老
人
保
健
施

設
看
護
師
長
）

農
業
共
済
組
合
（
井
笠
地
区
農

業
共
済
事
務
組
合
主
査
）

◇
木
口
美
和
子
／
町
民
課
主
査

（
総
務
企
画
課
主
査
）

◇
坪
井
裕
典
／
保
健
福
祉
課
主
査

（
町
民
課
主
査
）

◇
澁
江
典
子
／
三
谷
保
育
園
主
任

保
育
士
（
美
川
幼
稚
園
主
任
教

諭
）

◇
新
谷
智
昭
／
教
育
課
主
査
（
派

遣
・
岡
山
県
政
策
推
進
課
）

◇
下
路
真
智
子
／
矢
掛
病
院
主
任

看
護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

◇
中
務
光
子
／
矢
掛
病
院
主
任
看

護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

◇
沼
亜
希
子
／
矢
掛
病
院
主
任
看

護
師
（
矢
掛
病
院
看
護
師
）

　
主
事
級

◇
赤
澤
　尚
／（
派
遣
）
岡
山
県

政
策
推
進
課
（
総
務
企
画
課
主

事
）

◇
吉
岡
真
太
郎
／（
派
遣
）
岡
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
町
民
課
主
事
）

◇
髙
月
翔
平
／（
派
遣
）
一
般
財

団
法
人
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進

機
構
（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
笠
行
　淳
／
総
務
企
画
課
主
事

（
議
会
事
務
局
主
事
）

◇
坂
本
祐
樹
／
総
務
企
画
課
主
事

（
派
遣
・岡
山
県
中
山
間
・
地
域

振
興
課
）

◇
富
田
祐
生
／
総
務
企
画
課
主
事

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
大
嵩
勇
人
／
議
会
事
務
局
主
事

（
総
務
企
画
課
主
事
）

◇
田
中
祐
子
／
町
民
課
主
事
（
会

計
課
主
事
）

◇
吉
本

　豪
／
町
民
課
主
事
（
保

健
福
祉
課
主
事
）

◇
長
谷
川
竣
也
／
町
民
課
主
事

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
岸
野
千
恵
／
産
業
観
光
課
主
事

（
総
務
企
画
課
主
事
）

◇
松
田
祥
昂
／
産
業
観
光
課
主
事

（
町
民
課
主
事
）

◇
渡
邊
倫
江
／
産
業
観
光
課
主
事

（
町
民
課
主
事
）

◇
桑
木
晃
太
郎
／
産
業
観
光
課
主

事
（
町
民
課
主
事
）

◇
中
川
貴
博
／
建
設
課
技
師
（
上

下
水
道
課
技
師
）

護
老
人
保
健
施
設
主
幹
・
理
学

療
法
係
長
事
務
取
扱
）

　
係
長
級

◇
石
井
亮
太
郎
／
総
務
企
画
課
財

政
管
財
係
長
（
総
務
企
画
課
主

査
）

◇
佐
藤
敬
子
／
中
川
保
育
園
長（
矢

掛
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）

◇
島
村
武
志
／
上
下
水
道
課
上
水

道
工
務
係
長
（
建
設
課
用
地
係

長
）

◇
岡
田
慶
介
／
教
育
課
健
康
ス
ポ

ー
ツ
係
長
（
産
業
観
光
課
農
地

係
長
）

◇
山
室
知
美
／
矢
掛
幼
稚
園
主
幹

教
諭（
山
田
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）

◇
渡
邉
倫
子
／
矢
掛
病
院
看
護
師

長
（
矢
掛
病
院
副
看
護
師
長
）

◇
鳥
越
恵
子
／
矢
掛
病
院
副
看
護

師
長（
矢
掛
病
院
主
任
看
護
師
）

◇
萩
野
啓
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
看
護
師
長
（
矢
掛
病
院
主
任

看
護
師
）

◇
吉
澤
恵
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
理
学
療
法
係
長
（
矢
掛
病
院

理
学
療
法
係
長
）

　
主
査
・
主
任
級

◇
妹
山
義
彦
／（
派
遣
）
岡
山
県

　
課
長
級

◇
妹
尾
茂
樹
／（
派
遣
）
岡
山
県

農
業
共
済
組
合
井
笠
主
管
支
所

長
（
井
笠
地
区
農
業
共
済
事
務

組
合
事
務
局
長
）

　
課
長
代
理
級

◇
河
上
昌
弘
／
総
務
企
画
課
長
代

理
・
企
画
係
長
事
務
取
扱
（
産

業
観
光
課
主
幹
）

◇
佐
藤
澄
江
／
教
育
課
長
代
理

（
教
育
課
主
幹
）

　
主
幹
級

◇
三
宅
伸
幸
／
総
務
企
画
課
主
幹

（
総
務
企
画
課
主
幹
・
財
政
管

財
係
長
事
務
取
扱
）

◇
西
山
弘
之
／
矢
掛
寮
長
（
教
育

課
主
幹
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
係
長

事
務
取
扱
）

◇
佐
藤
武
宏
／（
派
遣
）
一
般
財

団
法
人
矢
掛
町
観
光
交
流
推
進

機
構
（
総
務
企
画
課
主
幹
・
企

画
係
長
事
務
取
扱
）

◇
昼
田
好
彦
／
上
下
水
道
課
主
幹

（
上
下
水
道
課
主
幹
・
上
水
道

工
務
係
長
事
務
取
扱
）

◇
山
本
誠
一
／
矢
掛
病
院
主
幹
・

理
学
療
法
係
長
事
務
取
扱
（
介

　
矢
掛
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
　
　
）内
は
前
任

役
場
の
人
事
異
動

平成31年度（新採用）
地域おこし協力隊
（平成31年4月1日付発令）

新
　
採
　
用
　
職
　
員

矢掛病院医療情報技師
岩
いわ

崎
さき

正
まさ

幸
ゆき

保健福祉課保健師
若
わか

井
い

明
あき

子
こ

保健福祉課保健師
丸
まる

山
やま

紗
さ

希
き

矢掛病院看護師
仲
なか

田
だ

和
かず

美
み

矢掛病院看護師
鳥
とり

越
ごえ

順
じゅん

子
こ

矢掛病院薬剤師
青
あお

江
え

　栞
しおり

村
むら

岡
おか

雄
ゆう

二
じ
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平成30年度　子ども・子育て支援ニーズ調査結果より
利用したい・利用したかった人
〇産後２週間健診の利用希望 … 53.3％
〇母乳（おっぱい）相談の利用希望 … 65.6％
〇助産院の利用希望（補助金あり） … 59.1％

１【産婦健診】

３【産後ケア】

産後２週間および１か月の産婦健康診査を公費負
担で実施します。
対　　象：平成31年４月１日以降に出産した産婦
と こ ろ：出産した医療機関
　　　　　（助産院または県外の医療機関の場合、
　　　　　自己負担していただき、保健福祉課窓
　　　　　口で申請後、償還払いとなります。）
利用方法：母子保健ガイドの中にある受診券をご
　　　　　利用ください。
　　　　　（母子保健ガイドの中にない人にはお
　　　　　送りしています。）

　産後、町が委託した産科医療機関や助産院に宿泊して、産後の休養や育児指導、
母乳相談等を受けることができます。
対　　　象：産後１か月未満の矢掛町に住所のある産婦と赤ちゃん
と　こ　ろ：下表施設
利 用 方 法：保健福祉課へお申込みください。（事前申請が必要です。）
町の助成額：１泊あたり15,000円　産婦１人あたり３泊まで
自己負担額：下表の料金から町の助成額（１泊15,000円）を差し引いた額
　　　　　　（下記料金の他、食事代や部屋代等が必要な場合があります。）

２【育児相談】
おっぱいのトラブルの相談・母乳やミルクの飲ませ
方・離乳食相談・身体計測など育児に関することが
相談できます。（※助産師さんにも相談できます。）
対　　象：就学前までのお子さんと保護者
　　　　　（妊婦さんもご利用ください。）
と こ ろ：町健康管理センター（矢掛病院西隣）
利用方法：助産師さんの相談を受けたい人はタオル
　　　　　をご持参ください。
と　　き：第３水曜日
　　　　（くらしのカレンダーでご確認ください。）
　　　　　午前9時～10時30分（予約不要）

矢掛町の
「産後ケア」事業が充実！

☎（82）1013　有線9630
保健福祉課保健業務係問

施　設　名 所在地・電話 料　金
井口産婦人科小児科医院 福山市神辺町新湯野71-4 ☎084-963-0730 27,000円
倉敷マタニティーサービス　かねこ助産院 倉敷市広江8-18-1 ☎086-456-8722 25,000円
くにさだ助産院 笠岡市新賀3310 ☎0865-69-5707 20,000円
産後ケアセンター　たんぽぽ助産院 倉敷市中帯江24-11 ☎086-436-1980 25,000円

５月の健康カレンダー
Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 0 時30分～  8日㈬ ３歳児健康診査

（集合時間）
午前 9 時  8日㈬

ウォーキングサロン
（自然たんのうコース）
※集合場所：井原線矢掛駅

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～  9日㈭ すこやか育児学級

対象：4～6か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～15日㈬ 育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  1日㈬/㈷
  2日㈭/㈷
  3日㈮/㈷

  5日㈰/㈷ ☎(82)０２０２山縣内科医院

※事前に連絡をしてから受診してください。

  4日㈯/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

  6日㈪/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
12日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
19日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(84)０００１あゆみクリニック
☎(82)１３２１水川内科医院

と　　き 病　　　院　　　名
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病児・病後児保育施設等を利用したい
利用を考えていない 無回答

 

平成30年度　矢掛町子ども・子育て支援ニーズ調査結果
＊調査概要＊

 
第１希望 保育園
第２希望 認定こども園

認定こども園
小規模な保育施設

第３希望

※第１～第３希望の１位を掲載して
　います。

世帯構成（就学前） 保育園・幼稚園の利用状況 保育園・幼稚園の今後の利用希望
　　　　　　　　　　　（就学前）

●世帯および幼稚園・保育園の利用について

母の就業率：就学前 72.5％ 小学生 83.3％

●母の就労状況について

（就学前・小学生）

●企業側に望む環境（上位５位）（就学前・小学生）

『子どもが病気の時、急な休みが取得できる職場環境』
が最も多く望まれている。  

●子育ての不安や悩み

 

（就学前）

（小学生）

母の育児休業取得状況

病児・病後児施設の利用を希望する就学前保護者は、
前回結果より減少。

33.4

47.1

59.6

49.4

7.1

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
今回 H30年

前回H26年

●病児・病後児のための保育施設の利用希望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（就学前）

●放課後児童クラブについて（小学生）
放課後児童クラブへの主な要望

★子育てをするうえで『重要度』が高いと感じている施策（上位４位）

●矢掛町に望む支援（上位５位）（就学前・小学生）

開設時間の変更
指導内容の工夫
施設設備の改善

●療育（児童発達支援・放課後等デイサービス）の
　認知度

療育については、５割以上の人に認知されている。 

 

調査結果に基づき、H31年度に「子ども・子育て支援事業計画」を策定します。 

平成30 年度放課後児童クラブの利用（長期休暇のみ利用含む）

低学年（１～３年生）…42.8％
高学年（４～６年生）…19.4％

就
学
前

療育について知っている…68.0％
町内の児童発達支援事業所について
知っている……………………………59.1％

小
学
生

療育について知っている…55.0％
町内の放課後等デイサービス事業所
について知っている…………………62.0％

就学前世帯は、二世代世帯（子どもと
親）が半数以上。

　　■問保健福祉課子育て支援室
☎ 82-1013　有線 0532

●育児休業取得状況

「矢掛町で子育てがしやすい」と思っている
人が、前回結果より増加。

育児休業を「取得した
（取得中である）」母は
増加しています。

（就学前）　　　　　　　　　　　　　　
「病気や発育・発達に関すること」の不安
や悩みが多い。

26.5

 

（小学生）　　　　　　　　　　　　　
「子どもとの時間を十分とれないこと」
「子どもの教育に関すること」
に不安や悩みが多い。

保育園利用者が多く、前回結果
よりもさらに増加。

保育園や認定こども園を今後
利用したいと考える人が多い。

対 象 者：就学前・小学生児のいる保護者
方　　法：郵送配布・郵送回収
実施時期：平成 30 年 10 月 30 日～ 11 月 14 日

回収状況： 【就学前】回収率 61.8％ 
　　　　　【小学校】回収率 55.2％
＊ご協力、誠にありがとうございました。

●矢掛町の子育て支援について

●矢掛町の子育てのしやすさ

8平成31年４月号



45.2

43.0 

44.4

33.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

39.4

27.5

52.5

53.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今　回
H30年

前　回
H26年

今　回
H30年
前　回
H26年

今　回
H30年

前　回
H26年

子育てがしやすい
どちらかといえば子育てがしやすい
どちらかといえば子育てがしにくい
子育てがしにくい
無回答

27.3

22.3

59.4

58.6

就　　学　　前
１位
２位 保育園保育料の無料化

子ども医療費18歳年度末まで無料

３位 予防接種費補助
４位 妊婦健診支援

１位
２位

子ども医療費18歳年度末まで無料

３位
４位

小　　学　　生

予防接種費補助
入学祝金（小、中学校）
放課後児童クラブ

44.2 28.3 26.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就学前

50.8 32.5 15.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小学生

フルタイム パートタイム 無職 無回答

60.6 31.3 7.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就学前

二世代世帯（子どもと親）
三世代世帯（子どもと親と祖父母）
その他の世帯
無回答

88.4

6.2 1.4

77.7

16.5
2.9

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

保育園 幼稚園 事業所内
保育施設

今回H30年
前回H26年

（％）

88.4
60.6 58.7 58.3 53.7

88.4

49.8 53.0 55.8
38.2

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

子
ど
も
が
ケ
ガ
や

病
気
の
時
、
急
な

休
み
が
取
れ
る

時
間
外
労
働
が

少
な
い

育
児
休
暇
制
度
を

気
軽
に
取
得
で
き
る

出
金
・
退
社
時
間
の

変
更
が
で
き
る

短
時
間
勤
務
制
度
が

取
得
し
や
す
い

就学前 小学生（％）

39.0 32.0 30.5 29.7 29.0 28.628.9 21.6
34.5

16.5
34.5

0.0
20.0
40.0
60.0

子
ど
も
の
病
気
や
発
育
・

発
達
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
を
叱
り
す
ぎ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
こ
と

子
ど
も
の
友
だ
ち
づ
き
あ

い（
い
じ
め
等
を
含
む
）に

関
す
る
こ
と

子
ど
も
と
の
時
間
を
十
分

と
れ
な
い
こ
と

子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る

こ
と

妊
娠
・
出
産
・
乳
幼
児
健

診
な
ど
の
母
子
保
健
対
策

の
充
実

就学前 小学生

就学前 小学生

（％）

働いていなかった
取得した（取得中である）

取得していない
無回答

77.6
63.3

49.4 47.5 43.2
67.1

25.7
41.4

27.3 31.3

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

児
童
手
当
・
医
療
費
・

保
育
料
・
教
育
費
な
ど

子
育
て
費
用
の
助
成

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
保
育
施
設
の
充
実

子
ど
も
の
教
育
環
境
の

充
実

妊
娠
・
出
産
・
乳
幼
児

健
診
な
ど
の
母
子
保
健

対
策
の
充
実

親
が
病
気
の
と
き
、
一

時
的
に
子
ど
も
を
預
か

っ
て
く
れ
る
こ
と

（％）

病児・病後児保育施設等を利用したい
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平成30年度　矢掛町子ども・子育て支援ニーズ調査結果
＊調査概要＊

 
第１希望 保育園
第２希望 認定こども園

認定こども園
小規模な保育施設

第３希望

※第１～第３希望の１位を掲載して
　います。

世帯構成（就学前） 保育園・幼稚園の利用状況 保育園・幼稚園の今後の利用希望
　　　　　　　　　　　（就学前）

●世帯および幼稚園・保育園の利用について

母の就業率：就学前 72.5％ 小学生 83.3％

●母の就労状況について

（就学前・小学生）

●企業側に望む環境（上位５位）（就学前・小学生）

『子どもが病気の時、急な休みが取得できる職場環境』
が最も多く望まれている。  

●子育ての不安や悩み

 

（就学前）

（小学生）

母の育児休業取得状況

病児・病後児施設の利用を希望する就学前保護者は、
前回結果より減少。
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●病児・病後児のための保育施設の利用希望
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（就学前）

●放課後児童クラブについて（小学生）
放課後児童クラブへの主な要望

★子育てをするうえで『重要度』が高いと感じている施策（上位４位）

●矢掛町に望む支援（上位５位）（就学前・小学生）

開設時間の変更
指導内容の工夫
施設設備の改善

●療育（児童発達支援・放課後等デイサービス）の
　認知度

療育については、５割以上の人に認知されている。 

 

調査結果に基づき、H31年度に「子ども・子育て支援事業計画」を策定します。 

平成30 年度放課後児童クラブの利用（長期休暇のみ利用含む）

低学年（１～３年生）…42.8％
高学年（４～６年生）…19.4％

就
学
前

療育について知っている…68.0％
町内の児童発達支援事業所について
知っている……………………………59.1％

小
学
生

療育について知っている…55.0％
町内の放課後等デイサービス事業所
について知っている…………………62.0％

就学前世帯は、二世代世帯（子どもと
親）が半数以上。

　　■問保健福祉課子育て支援室
☎ 82-1013　有線 0532

●育児休業取得状況

「矢掛町で子育てがしやすい」と思っている
人が、前回結果より増加。

育児休業を「取得した
（取得中である）」母は
増加しています。

（就学前）　　　　　　　　　　　　　　
「病気や発育・発達に関すること」の不安
や悩みが多い。

26.5

 

（小学生）　　　　　　　　　　　　　
「子どもとの時間を十分とれないこと」
「子どもの教育に関すること」
に不安や悩みが多い。

保育園利用者が多く、前回結果
よりもさらに増加。

保育園や認定こども園を今後
利用したいと考える人が多い。

対 象 者：就学前・小学生児のいる保護者
方　　法：郵送配布・郵送回収
実施時期：平成 30 年 10 月 30 日～ 11 月 14 日

回収状況： 【就学前】回収率 61.8％ 
　　　　　【小学校】回収率 55.2％
＊ご協力、誠にありがとうございました。

●矢掛町の子育て支援について

●矢掛町の子育てのしやすさ
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町観光交流推進機構発足、官民で観光PR

笑顔の卒業式、DA PUMPサプライズ登場

まちの
わだい

　３月24日、やかげ文化センターで「矢掛町復興
イベント」が開催され、人気アイドルグループ
「AKB48」のメンバー８人が出演しました。
　このイベントは、昨年の豪雨災害を受け、町民に
少しでも元気を出してほしいと企画したもので、町
民限定で開催され「会いたかった」、「ヘビーローテ
ーション」などのヒット曲を披露。じゃんけん大会
やハイタッチ会なども行われ来場者は人気アイドル
と身近にふれあい、笑顔あふれる楽しいひと時をす
ごしました。

　４月１日、旧矢掛商業高校跡地に官民で観光事業
に取り組む「一般財団法人 矢掛町観光交流推進機
構」が発足しました。
　同機構は、町が300万円を拠出して設立し、運
営費などの補助金400万円を支出。主に、国内外
からの観光客誘致、特産品の開発、観光ツアーやイ
ベントの企画、観光施設の管理運営等の事業に取り
組みます。今後国が財政支援する観光振興の運営組
織「ＤＭＯ」への登録を目指しています。
※ＤＭＯ（デスティネーション・マネージメント・
オーガニゼーション）観光地域づくりを実現するた
め、多様な関係者と協同しながら戦略を策定し、実
施するための調整機能を備えた法人。

復興イベント、AKB48で笑顔に

↑AKB48メンバーと記念撮影。 ↑設立式に臨んだ面々。

　３月24日、やかげ町家交流館で矢掛町ブランド
認定品の50品目達成を記念した「宿場町やかげブ
ランドフェア」が開催されました。
　矢掛町ブランド認定事業者らが認定を受けた商
品などを販売。試食コーナーもあり、買い物客らは
味を確かめながら次々と購入していました。
　また、ステージイベントでは、シンガーソングラ
イターの千里さん、備中本陣太鼓の演奏、やかげ観
光大使やかっぴーのじゃんけん大会などが行われ
ました。

町ブランド認定50品目フェア、盛大に開催

↑ブランド事業者の出店には多くの買い物客が詰めかけました。 ↑DA PUMPメンバーとともにダンスを楽しみました。

　３月17日、中川小学校で卒業式が行われました。
昨年の豪雨で被災し、３月上旬に復旧したばかりの
体育館で６年生13人は小田真一校長から卒業証書
が手渡されました。
　式典が終了後、人気ダンスグループ「DA PUMP」
がサプライズゲストとして登場。メンバー７人が壇
上に登壇し、ヒット曲「U.S.A」などを披露すると、
子どもたちは大興奮の中メンバーにあわせてダン
スを踊りました。
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100歳おめでとうございます

将来の地域貢献に期待

　3月 16日、木
き

村
むら

万
ま

壽
す

惠
え

さん（横谷）が100歳のお
誕生日を迎えられました。
　木村さんの長寿の秘訣
は、好きなことをして毎日
の体操を欠かさずすること
だそうです。

　3月 18日、上
うえ

田
だ

キミ子
こ

さん（上高末）が100歳の
お誕生日を迎えられました。
　上田さんの長寿の秘訣
は、よく働いて好き嫌いな
く何でも食べ、くよくよし
ないことだそうです。

　４月４日、矢掛町地域貢
献人材育成奨励金の交付式
が行われました。これは、
町内に住所を有し、矢掛高
校へ進学する生徒を対象
に、将来町への貢献を期待
し、審査を経て奨励金を交
付するものです。

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

↑多くのカメラマンや来場者が詰めかけました。

　３月24日、矢掛商店街で「宿場町やかげ流しび
な」が開催されました。
　行列は旧矢掛本陣石井家住宅前など3カ所で足を
止め、優雅な踊りを披露。この日、沿道には多くの
観光客やカメラマンが訪れ、踊り子の舞に魅了され
ました。
　また、小田川河川敷ではそれぞれ願いを書いた紙
雛を小舟に乗せて川面に浮かべて流しました。
　この流しびな行列は、今回で13回目で日本初の
流しびな行列として開催されています。

春の訪れ告げる、流しびな行列

大人のジャズサウンドを堪能
　４月７日、やかげ文化センターで「鈴木良雄 音
楽生活50周年記念 BASSTALK 大人の Jazz コン
サート～春の宴」が開催されました。
　日本ジャズ界のリーダー的存在である鈴木良雄
氏を中心にフルート、ピアノ、パーカッション、ベ
ースで構成されたカルテット「BASSTALK」。この
日は、アコースティックな生音を大切に、鈴木氏の
オリジナル曲「フォーユアバースデイ」をはじめ全
７曲を披露しました。
　訪れた来場者は唯一無二の超越したテクニック
に酔いしれ、大人のジャズを堪能しました。

↑鈴木良雄氏（中央）をはじめとする BASSTALK。

　４月６～７日、「ベッキオバンビーノ2019」が
開催され、県内外からクラシックカーやビンテージ
カー、スーパーカー約90台が集結し、岡山県内各
地を駆け抜けました。
　７日には矢掛町にも一行が訪れ、矢掛商店街を走
行。この日は俳優の唐沢寿明氏らが参加しており、
多くの来場者の注目を集めました。
　商店街中心部では日曜朝市も開催されており、沿
道には多くの来場者が詰めかけ、名車を間近で眺め
ながら撮影するなど楽しんでいました。

宿場町を疾走、ベッキオバンビーノ

↑往年の名車を一目見ようと多くの来場者でにぎわいました。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室　　　　　収蔵品展　季節のうつろいを感じて　会期 /５月12日（日）まで

佐藤一章「横浜風景」
昭和11年（1936）

柚木久太「風景（長島）」
昭和25年（1950）

町民ギャラリー ＊入場無料　　　　　　　

◆ マミコイラスト展　　　　　　　　　　 4 月 16 日（火）午後〜 21 日（日）午後4時
◆ 画家太陽　大西幸仁作品展　　　　　　4 月 24 日（水）〜 30 日（火・祝）
◆ 矢掛きりえ展　　　　　　　　　　　　　５月　３日（金・祝）〜 5 月  6 日（月・祝）午後 4 時
◆ どんぐり写真クラブ展　　　　　　　　　５月　８日（水）〜５月 12 日（日）午後 4 時

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　「図書館は夢の国ですね」利用者の方との会話で心に残っ
ている言葉です。その女性は、小学2年生くらいの女の子

のお孫さんと一緒に利用してくださっています。図書館の前の飾りを見ながら「ここはいろ
いろな物を手作りされていて温かみがありますね」。そして、その後2人は絵本コーナーで
しばらく過ごして本を借りられる時にも「孫と週1回ここに来るのが楽しみで唯一の私の時
間なんですよ」とも言ってくださいました。これからも図書館は利用者の皆さんが楽しく過
ごすことのできる居場所になるように魅力ある施設として存在感を示していきたいと思いま
す。

カウンターからの情景

最新号が入りました。ぜひ、ご覧ください。

「平成三十年度
　おかやま矢掛本陣文学賞受賞作品集」
　　　　　　　　　　　　　　矢掛町教育委員会／発行

「聞き書き集　やかげ　第 5号」
　　　　　　　　　　　　 やかげ聞き書き人の会／発行

図書館のイベント

おはなしらんどスペシャル
◆と　き　4月27日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵
本の読み聞かせやエプロンシアターなど楽しい
おははしがいっぱい。

子ども向け映画上映会
◆と　き　4月28日㈰　午後2時〜
◆ところ　リハーサル室
◆作　品　「おしりたんてい　ププッとかいけつ！
おしりたんていとうじょう！①」（60分）
※入場は無料です！みんなできてね！

えいごであそぼう
◆と　き　5月 11日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ます。

郷土にゆかりのある本
日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

は休館日

5月の図書館カレンダー

26 27 28

日

6 7 8
1

109
2 3

11
4

12
5

13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

29 30 31

火水木金土月

4月の休館日
　22日（月）

【次回展覧会のお知らせ】

特別展
「ノンタン絵本の世界展
もっと！ノンタン みんなだいすき！」

会期／5月18日（土）
　　　　午前10時30分～
　　　6月 30日（日）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

大型連休（4 月 27 日〈土〉〜 5 月 6 日〈月〉）期間中は、休まず開館します。



    は   せ がわ た ろう

長谷川太郎くん（矢掛）
（H30年 4 月16日生まれ）
わんぱくで、よく笑うタロちゃ
んが大好きよ♪

     みやけ        じん

三宅　仁くん（東川面）
（H30年 4 月23 日生まれ）
生まれてきてくれてありがと
う♡元気に大きくなってね☆

     なが よ  あや か

長代彩花ちゃん（矢掛）
（H30年 4 月25 日生まれ）
我が家のアイドル！笑顔いっ
ぱい、元気に大きくなってね。

      たかつき　はるひ

髙月 陽翔くん（小田）
（H30年 4 月7 日生まれ）
お姉ちゃんと仲良く、元気に
大きくなってね☆

    つぼ  い　ゆ    き   や

坪井優希哉くん（矢掛）
（H30年 4 月12 日生まれ）
いっぱい食べて元気に大きく
なってね！

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

★ 対 象 者★　町内在住で平成 30 年
5 月生まれのお子さん

★応募期限★
　平成31年4月26日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,257人（－20） 
　男　     6,837人（－20） 
　女　    7,420人（±   0）
世帯数　  5,486世帯（＋13）

平成31年4月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ相

　
　談

心
配
ご
と
相
談
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き
　
５
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日
㈮
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９
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常
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で
の
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と
、
家
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・
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と
、

結
婚
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題
、
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法
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務
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ど

※
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守
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１
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人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

　
平
成
31
年
度
身
体
障
害
者
等
巡
回

更
生
相
談
は
、
井
笠
地
域
で
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
補
装
具
、
更

生
医
療
等
の
判
定
・
相
談
が
で
き
ま

す
の
で
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
と
き
・
と
こ
ろ

笠
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
６
月
４
日
㈫
、
２
月
４
日
㈫

笠
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
10
月
29
日
㈫

井
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
８
月
６
日
㈫

井
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
12
月
３
日
㈫

◦
内
　
容

◦
補
装
具
の
処
方
な
ら
び
に
適
合
判

定
、
更
生
医
療
の
判
定
、
手
帳
再
審

査
に
係
る
診
断
書
の
作
成
　
等

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

改
元
に
伴
う
文
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て

　
新
天
皇
の
即
位
に
伴
う
「
元
号
を

定
め
る
政
令
」
の
施
行
に
伴
い
、
２

０
１
９
年
５
月
１
日
か
ら
新
元
号

「
令
和
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
日

以
後
に
町
か
ら
発
送
す
る
文
書
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
新
元
号
を
使

用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
年
４
月
末
日
ま
で
に

発
送
す
る
文
書
（
納
税
通
知
書
の
納

期
限
等
）
お
よ
び
公
開
し
て
い
る
各

種
計
画
等
（
計
画
期
間
等
）
の
中
に

は
、
将
来
の
年
度
お
よ
び
日
付
を
表

す
場
合
の
よ
う
に
「
平
成
」
で
表
記

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
「
平
成
」
で
表
記
し
た
期
日
等

に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
効
果
は
何

ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

新
元
号
の
対
応
す
る
年
月
日
に
読
み

替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
矢
掛
町
で
は
、
働
き
盛
り
の
世
代

を
対
象
と
し
た
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
と
は
、
主
に

脳
動
脈
瘤
、
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
な
ど

の
早
期
発
見
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
40
～
64
歳
の
希
望
者（
昭

和
30
年
４
月
１
日
～
昭
和
55
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
人
）

◦
検
査
実
施
期
間
　
６
月
～（
予
約
制
）

◦
検
査
日
　
毎
月
第
１
日
曜
日
（
変

更
あ
り
）

◦
検
査
場
所
　
矢
掛
病
院

◦
検
診
料
　
１
万
円

◦
申
込
期
間
　
５
月
７
日
㈫
～
10
日

㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
60
人
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
お
電
話
ま
た
は
保
健
福
祉

課
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
検
査
内
容
　
脳
検
査
（
約
30
分
）

【
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
）】

　
脳
の
断
層
を
見
る
こ
と
で
脳
腫
瘍

や
脳
梗
塞
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

【
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
磁
気
共
鳴
血
管
撮
影
）】

　
脳
血
管
の
血
流
を
見
る
こ
と
に
よ

り
、
ク
モ
膜
下
出
血
の
原
因
に
な
る

脳
動
脈
瘤
の
有
無
、
血
管
の
中
で
狭

く
な
っ
て
い
る
所
が
無
い
か
等
を
検

査
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検

査
を
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う

有料広告

お
知
ら
せ
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 　教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,257人（－20） 
　男　     6,837人（－20） 
　女　    7,420人（±   0）
世帯数　  5,486世帯（＋13）

平成31年4月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
非
自

動
は
か
り
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
岡
山
県

が
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

は
か
り
を
持
参
の
上
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
検
に
は
手
数

料
が
必
要
で
す
。

◦
と
　
き
　
５
月
16
日
㈭
、
17
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー◦
検
査
対
象

◦
商
店
、
事
務
所
、
農
家
等
に
あ
る

商
売
用
は
か
り

◦
病
院
、
医
院
、
薬
局
等
の
業
務
用

は
か
り

◦
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
等
の

体
重
測
定
用
は
か
り

◦
宅
配
便
取
次
店
に
お
け
る
料
金
特

定
用
は
か
り

※
家
庭
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

☎（
82
）１
０
１
６

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

　
今
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

狩
猟
初
心
者
講
習
会
は
次
の
と
お
り

で
す
。
受
験
等
希
望
者
は
、
産
業
観

光
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
型
連
休
の
休
業
日

お
よ
び
当
番
医

◦
公
共
施
設

◦
役
場
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・

交
付
事
務
は
４
月
27
日
㈯
～
５
月

６
日
㈪
の
間
、
お
休
み
し
ま
す
。

◦
衛
生
業
務

◦
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収

集
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
不
燃
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
時

は
、
役
場
へ
現
物
を
持
参
し
、
許

可
証
を
受
け
取
っ
て
か
ら
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
レ
キ
類
は
直
接
施
設
へ
持
ち

込
み
、
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
し
尿
汲
み
取
り
は
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
余
裕
を
持

っ
て
業
者
へ
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

◦
当
番
医

◦
事
前
に
連
絡
を
し
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

公
　
　
　
共
　
　
　
施
　
　
　
設

4/27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

5/1
（水）

2
（木）

3
（金）

4
（土）

5
（日）

6
（月）

7
（火）

役　　　　　　　 場 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
矢 掛 病 院 休 休 当 休 休 休 休 当 休 休
やかげ文化センター
町 立 図 書 館 休

農村環境改善センター
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休
健康管理センター
トレーニングルーム 休 休 休 休 休 休 休 休

B ＆ G海洋センター 休
町 総 合 運 動 公 園 休
やかげ郷土美術館 休
旧 矢 掛 本 陣 休
やかげ 町 家 交 流 館
矢 掛 屋
農産物直売所トピア
水車の里フルーツトピア
はなしの里憩いの館 休 休 休 休 休 休 休

搬入時間　井原クリーンセンター・㈱アースクリエイト　　午前 9時〜午後 4時
　　　　　井笠広域資源化センター　　平日火・木　午前 9時〜正午
　　　　　　※1　第 4日曜日のみ午前 8時 30分〜正午、午後 1〜 3時　

衛
生
業
務

4/
27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

5/
１
（水）

2
（木）

5/3（金）
〜6（月）

廃
棄
物
の

直
接
搬
入

可 燃 物　井原クリーンセンター 休 休 休 休 休 休 休
不 燃 物　井笠広域資源化センター 休 ※1 休 休 休 休 休
ガレキ類　㈱アースクリエイト　☎（82）3031 休 休 休 休 休 休

浄
化
槽

し
　尿

矢掛美環産業㈱　☎（82）3200　有線 8718 休 休 休 休 休
柏 本 産 業 ㈲　☎（83）1333　有線 9657 休 休 休 休 休 休

■休＝休業日

■休＝休業日（矢掛病院の休業日は、当直対応）　■当＝当番医

当
　
番
　
医

月 日 曜日 病　院　名 連　絡　先

4
28 日 お ぐ ら 整 形 外 科 ☎（82）3 0 7 0
29 月 矢 掛 病 院 ☎（82）1 3 2 6
30 火 鳥 越 病 院 ☎（82）0 3 0 8

5

1 水 水 川 内 科 医 院 ☎（82）1 3 2 1
2 木 あ ゆ み ク リ ニ ッ ク ☎（84）0 0 0 1
3 金 小 塚 医 院 ☎（82）1 0 5 0
4 土 矢 掛 病 院 ☎（82）1 3 2 6
5 日 山 縣 内 科 医 院 ☎（82）0 2 0 2
6 月 お ぐ ら 整 形 外 科 ☎（82）3 0 7 0
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水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア

の
定
休
日
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
の
水
車

の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
の
定
休
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◦
定
休
日
　
年
末
年
始
・
祝
日
を
除

く
毎
週
水
曜
日

※
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㈪
は
通

常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
。

■問
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア

☎（
83
）３
４
２
３
　
有
線
７
２
３
６

水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア

カ
フ
ェ
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
と
町

立
図
書
館
の
共
同
企
画
に
よ
り
、
水

車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア
カ
フ
ェ
に

図
書
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
季
節
に
応
じ
た
図
書
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
新
た
な
企
画

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ

ア
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご
ゆ
っ
く

り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■問
水
車
の
里
フ
ル
ー
ツ
ト
ピ
ア

☎（
83
）３
４
２
３
　
有
線
７
２
３
６

厚
生
労
働
省
主
催
慰
霊

巡
拝
の
実
施
に
つ
い
て

◦
参
加
資
格
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶

者
、父
母
、子
、兄
弟
姉
妹
、参
加
遺

族
の
配
偶
者
、戦
没
者
の
孫
、甥
、姪
）

◦
参
加
条
件

◦
年
齢
は
原
則
と
し
て
80
歳
以
下
と

す
る

◦
健
康
状
態
が
良
好
な
人
で
、
航
空

機
等
に
よ
る
長
途
の
旅
行
お
よ
び
気

候
風
土
の
異
な
る
地
域
に
お
け
る
旅

行
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
医

師
の
証
明
書
が
必
要
）

◦
参
加
費
用
　
国
家
公
務
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
出
さ

れ
た
旅
費（
外
国
お
よ
び
国
内
旅
費
）

の
合
計
額
の
３
分
の
１
が
国
か
ら
補

助
さ
れ
ま
す
。（
同
行
す
る
介
助
者

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知

ら
せ
て
、
火
災
か
ら
大
切
な
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
設

置
さ
れ
て
い
る
人
は
、『
い
ざ
』
と

い
う
時
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適

切
に
作
動
す
る
よ
う
、
定
期
的
に
作

動
確
認
を
行
う
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し

ょ
う
。

◦
と
こ
ろ
・
と
き
お
よ
び
申
込
期
限

◦
費
　
用
　

◦
初
心
者
講
習
会
＝
４
，
０
０
０
円

（
2
種
目
受
講
し
て
も
受
講
料
は
同

額
）

◦
狩
猟
免
許
試
験
＝
5
，
２
０
０
円

◦
免
許
種
別
　
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

1
種
銃
猟
、
第
2
種
銃
猟

※
申
込
み
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
全
て
４
月
22
日
㈪
～

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

学生納付特例制度をご存知ですか？
　20歳になったら国民年金に加入しなければなりません
が、学生で収入がなく、保険料の支払いが難しい場合は
学生のみを対象とした「学生納付特例制度」があります。
学生納付特例は申請し、承認されると、最大１年間（４
月～翌年３月まで）国民年金保険料の納付が猶予されま
す。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、老齢基礎年金を
もらうために必要な受給資格期間や障害年金を受けるた
めに必要な保険料納付期間に含まれます。
　しかし、将来受け取る年金の額には反映されません。
将来の年金額を増やしたい場合は追納申込の手続きをし
て保険料の納付をする必要があるのでご注意ください。
申請に必要な物：①印鑑　②在学を証明するもの（学生
証のコピーなど）
◦学生納付特例制度や追納の手続きは、役場町民課でで
きます。
◦過去に申請していなかった年度があっても２年間さか
のぼって申請することができますのでご相談ください。
■問町民課国保消費生活係
　☎（82）1011　有線0551
　倉敷西年金事務所国民年金課
　☎086（523）6393

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（2 月申請分）５月   7日㈫ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（3 月申請分）４月17日㈬

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費

　　　　　　（3 月申請分）
４月26日㈮

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013

有線 0581・0532

今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

国民健康保険税（1 期）
軽自動車税（全期）
介護保険料（1 期）

5月７日㈫ 5月７日㈫

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）4月25日㈭ 5月７日㈫

会　場 初心者講習会日時 狩猟免許試験日時 申込期限

津山市総合福祉会館  ６月   9 日㈰
午前９時〜午後４時

６月 14 日㈮
午前９時30分〜 ５月10日㈮

倉 敷 市 民 会 館  ７月 13 日㈯
午前９時〜午後４時

７月21 日㈰
午前９時30分〜 ６月 7 日㈮

体 験 学 習 施 設
百 花 プ ラ ザ

 ９月   １日㈰
午前９時〜午後４時

９月 12 日㈭
午前９時30分〜 ７月26日㈮

グリーンヒルズ津山
リージョンセンター

11月 24 日㈰
午前９時〜午後４時

11月 29 日㈮
午前９時30分〜 10月18日㈮
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０
１
０
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線
０
５
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１
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ン
ハ
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館
日

岡
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県
消
費
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活
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題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮
・
13
日
㈪
・

16
日
㈭
・
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日
㈪
・
21
日
㈫
・
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日

㈮
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

井原警察署
矢掛幹部派出所
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ッ
チ
リ
サ
イ
ク
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５
月
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日
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前
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■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

3　月 4 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 0 22 2 0 20
累　計 13 0 0 0 4 2 0 0 0 1 1 4 1 0 49 5 0 44
（前年比） -1 -1 -1 ±0 +4 +2 ±0 -2 ±0 +1 -3 +2 +1 ±0 -34 ±0 ±0 -34

　「身に付ける　夜道のお守り　反射材」
　「自転車の　すり抜け運転　事故の元」
◦子どもに対するもの
　「とび出さない　いったんとまって　みぎひだり」
　「登下校　いつもの道こそ　要注意」

ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止
　ゴールデンウィーク中は、麓が暖かくても山頂付近はまだ
寒く、天候も急変しやすいため、登山計画や装備が不十分で
あれば命にかかわる場合もあります。
　春山の危険をしっかり認識し、次のことを守って遭難事故
を防ぎましょう。
◦ 自身の体力、体調、登山の経験等に見合った山を選択し、
登山コース、日程、十分な装備、食料等に配意して、安全
な登山計画を立てましょう。

◦ 登山の前には、公益社団法人日本山岳ガイド協会が運営す
るインターネットによる登山届受理システム「コンパス」
に登録し、登山届を提出しておきましょう。

◦ 視界不良・体調不良時等には、道迷い、滑落等による遭難
の恐れが高まることから、早めに下山しましょう。

　本年３月中に井原警察署管内において、訴訟詐欺の封書に
よる特殊詐欺の被害が発生しています。
　最終告知等のはがきのほか、電話やメール等については、
知らない相手からの連絡を鵜呑みにしないで、家族、友人、
近所の人等に相談するか、警察等に連絡するなどして、決し
て相手には連絡をとらないでください。
　また、最近は電話で家族構成や現金の保管状況等を前もっ
て聞き出してから、自宅に押しかけて来ては、金品を奪い取
るなどの凶悪なアポ電強盗が東京都内等で発生するなどして
いますので、知らない者が突如訪ねて来た場合には、ドア越
しに話をするなどして相手を屋内に入れないようにしてくだ
さい。
連絡先：井原警察署　☎(0866)62-9110

春の交通安全県民運動の実施
　５月11日㈯から５月20日㈪までの間、春の交通安全県民運
動が県内一斉に展開されます。

【県スローガン】「安全は　一人一人の　思いやり」
◦運転者に対するもの
　「歩行者を　守る気づかい　思いやり」
　「夕暮れの　早めのライトで　防ぐ事故」
◦歩行者・自転車利用者に対するもの

特殊詐欺被害防止

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（平成31 年 3 月末現在）
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 4
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第５回 YAKOアワード
　さまざまな課題解決に向けた取り組みを、生徒同士でプレゼンし合う発表会「YAKO
アワード」。今回もバラエティに富んだ発表が行われ、お互いに刺激を受け合いました。
　　大賞「被災地からの報告」　　　パフォーマンス賞「チャリボーイズ」
　　活動充実賞「雲の上カフェ」　　YAKOらしさ賞「やかげ学」

３月 14日㈭

　矢掛商店街で行われた「流しびな行列」。今年も矢高生ボランティアが参加して、受
付や踊り子として大活躍！踊り子の生徒たちはこの日に向けて練習を積んできました。
お祭りを一目見ようと年々観光客も増えてきているこのお祭り。さまざまな交流を通
して生徒も成長しています。

宿場町やかげ流しびな ３月 24日㈰

進路だより この春の卒業生の合格者数です。

　桜の花が咲き誇る季節、矢掛高校に新しい仲間が入学しまし
た。男子 64人、女子 56人、合計 120人の新一年生。真新し
い制服に身を包み、緊張の面持ちで入学式に臨みました。地域
社会と連携した学習活動ができる矢掛高校で、共に成長してい
きましょう！

入学式 ４月８日㈪Top News

10万円の「伸びる伸ばす奨励金」
　矢掛高校では同窓会から毎年、特
に学力をしっかり伸ばした卒業生に
対して「伸びる伸ばす修学奨励金」が
授与されます。今年度は６人の生徒
が対象者に！春からの新生活に弾み
がつきました！！

香川大（経済 /創造工×3）
徳島大（理工×2）
岡山県立大（保福 /情工×2）
鳥取環境大（経営 /環境）
島根県立大（総合政策）
下関市立大（経済）
北九州市立大（地域創生）
高知工科大（経済マネ）

【国公立大学】
ノートルダム清心女子大×5
川崎医療福祉大×6、就実大×3
岡山理科大×8、岡山商大×5
くらしき作陽大×5、倉敷芸科大×3
吉備国大×4、山陽学園大×3
関西大、立命館大、近畿大×2 など

【私立大学】

倉敷市立短大、川崎医短大×3
岡山情報ビジネス学×12 など

【短大・専門学校】

JA 倉敷かさや、日本郵便、
扶桑薬品工業、シーピー化成、
丸五ゴム工業 など

【就職】

公務員希望者
　　　100%合格！

井原地区消防組合×2
岡山県警
陸上自衛隊
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総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

18平成31年４月号


